
保育所
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　　　 年 月 日設立

（ ー ）
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年 月 日 年 月 日認可年月日

大森　ひろみ

00

開 所 時 間

電話番号 FAX番号

shoikusyo@bill.oshino.lg.jp

氏　　名

フリガナ

4

分

008 19

時 00 分

平成

0555 20

8

忍　野　村

園長の氏名・職名

地方公共団体 法 人 所 轄 庁

代 表 者 の
職 名 ・ 氏 名

職
名
忍野村長

フリガナ アマノ　タキオ

氏　　名 天野　多喜雄

法人が実施している
事業名

法人の設立年月日 平成

申
 
請
 
者

フ リ ガ ナ オシノムラ

84 7795

法 人 等 名 称

所長

主たる事務所の

所在地・連絡先
電話番号 FAX番号

E-mail
アドレス fukushi@bill.oshino.lg.jp

郵便番号 401 0511

オオモリ　ヒロミ

郵便番号 401 0511

忍草保育所

事業所番号

施設の所在地
・ 連 絡 先

E-mail
アドレス

5072

時

1

山梨県 南都留郡忍野村忍草1514番地

0555

確認年月日

0555 20 5071

分分 時～時

山梨県 南都留郡忍野村忍草842番地１

法人等の種別

フ リ ガ ナ

施 設 名 称

シボクサホイクショ

0555 84 1036

職　名

00 分 ～ 19

時 分 ～

連携施設の名称（地
域型保育のみ）

平日

土曜日

日曜日

2.3号 8 時
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保育所

人 人 人 人

人 人 人 人

学級 （１学級当たり 人）

人 人 人 人 人 人 人 人

人 人 人 人 人 人 人 人

㎡ 室/ ㎡ 室/ ㎡ 室/ ㎡ 室/ ㎡

㎡/人 ㎡/人 ㎡/人 ㎡/人 ㎡/人

㎡ ㎡/人

常　勤

兼　務

配　置
職員数

常勤職員の労働時間 7.45 時間

0.80

有

保育室

319.02 1 112.2

6.85 2.52

遊戯室

1 63.19 5

教育・保育従事者1
人当たりの園児数

　 人（非常勤職員は常勤換算して算出）

乳児・ほふく室

18 2

専　従

1

2

ほふく室

兼　務

平均経験年数

職　種 主任保育士

専　従 兼　務

その他職員

専　従

調理員

専　従 兼　務

非常勤

1

保育士

職
員
の
状
況

2.77

施
設
設
備

１人当たりの面積

設置場所 全体の面積

居室数／面積 960.02

設　備

満２歳以上児１人当たり面積

31.323602敷地内

園舎

園庭

４歳児

合計

25 15 10 50

日曜日及び祝日

※冬季休園日（年末年始を含む）

合計

90

学 級 編 制

3号認定
２歳児 １歳児 ０歳児

2号認定

休園日
※夏季休園日○月○日～△月△日、
○○行事の振替休日○月第△曜日

のようにご記入下さい

6 19～29

30 30 30

５歳児

利　用　定　員

 ※内科医、歯科医の両方いる場合に「有」

その他職員内訳
管理栄養士１名

医師（嘱託医）

３歳児
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保育所

苦情に対応する
窓口の状況

窓口設置の有無 苦情内容記録の有無 市町村への報告の有無

有 有 有

　保育所保育指針を踏まえ
（1）特定教育・保育の提供
（2）英語で遊ぼう教室（年１０回）・フィットネス（年２回）観劇（年３
回）他　　　　　　　それぞれ講師や団員を招いて実施します。
（3）運動会　生活発表会　季節ごとの行事　防火教室　交通安全教室　避
難訓練

利用料
（実費徴収・上乗せ徴収）

運営方針

 (1) 当所は、保育の提供に当たっては、入所する乳児及び幼児（以下「利
用乳幼児という。）の最善の利益を考慮し、その福祉を積極的に増進するこ
とに最もふさわしい生活の場を提供するよう努めます。
（2）当所は、保育に関する専門性を有する職員が、家庭との緊密な連携の
下に、利用乳幼児の状況や発達過程を踏まえ、養護及び教育を一体的に行い
ます。　　　（3）当所は、利用乳幼児の属する家庭や地域との様々な社会
資源との連携を図りながら、利用乳幼児の保護者に対する支援及び地域の子
育て家庭に対する支援及び地域の子育て家庭に対する支援等を行うよう努め
ます。

教育・保育の内容

子育て支援の実施状況
（実施している場合）

園庭開放　地域で子育てしている保護者や就学前の子ども達が楽しく過ごせ
るように遊び場（園庭遊具・砂場）を開放
５月～３月（年１７回）

教育・保育の提供内容に
関する特色

（1）子どもが安定感と信頼感を持って生活できるよう、くつろいだ雰囲気
の中で　　　　　　     の保育に努める。
（2）基本的生活習慣は、一人ひとりの子どもに応じた方法ですすめる。
（3）子どもが自発的、意欲的に活動できる環境構成に努め、一人ひとりの
子どもの持つ個性を伸ばしていくようにする。
（4）人への信頼感を育てるため、友だち同士、職員との触れ合いを大切に
していく。
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